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中
国
へ
の
投
資
を
続
け
る
べ
き
か

否
か

─
。
多
く
の
日
本
企
業
に

と
っ
て
、
こ
の
問
い
は
ま
す
ま
す
悩

ま
し
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ

て
の
急
速
な
経
済
成
長
に
陰
り
が
見
え
る
一
方
で
技
術
革
新

は
目
覚
ま
し
い
。
中
国
に
拠
点
を
置
く
日
本
企
業
の
駐
在
員

の
本
音
を
聞
く
と
、
一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い
中
国
ビ
ジ
ネ

ス
の
複
雑
さ
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
「
市
場
拡
大
を
当
て
に
し
た
昔
の
や
り
方
は
通
用
し
な

い
」。
あ
る
製
造
業
幹
部
は
こ
う
強
調
す
る
。
人
件
費
の
高

騰
や
中
国
企
業
の
台
頭
、
過
剰
生
産
に
よ
る
販
売
価
格
の
低

下
な
ど
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
る
一
方
だ
。

　

中
国
に
進
出
す
る
日
本
企
業
で
つ
く
る
中
国
日
本
商
会
が

8
月
22
日
に
発
表
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

2
0
2
5
年
の
投
資
額
は「
増
加
」が
16
％
、「
同
額
」が
40
％
、

「
減
ら
す
」
が
43
％
と
な
っ
た
。

　

価
格
競
争
の
激
化
や
政
治
リ
ス
ク
を
理
由
に
投
資
に
及
び

腰
に
な
る
意
見
も
あ
る
が
、
内
実
を
読
み
解
く
と
、
単
純
に

「
中
国
離
れ
」
が
進
ん
で
い
る
と
も
言
え
な
い
。
中
国
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、
A
I

分
野
な
ど
へ
の
積
極
投
資
も
目
立
つ
。
駐
在
員
が
減
る
一
方

で
、日
本
の
財
界
団
体
に
よ
る
視
察
は
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
商
会
の
本
間
哲
朗
会
長
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
副
社
長
）
は
、
中
国
の
過
当
競
争
と
真
正
面
か

ら
勝
負
す
る
の
を
避
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
指
摘
。
同
社
で

は
、
鉄
鋼
の
価
格
低
下
を
追
い
風
に
造
船
向
け
の
溶
接
機
が

好
調
と
い
い
、「
中
国
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
在

中
企
業
に
問
わ
れ
て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

　

自
動
車
業
界
も
工
場
の
閉
鎖
や
拠
点
の
撤
退
な
ど
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
一
方
で
、
自
動
車
の
I
T
化
な
ど
の
先
端
分

野
で
は
中
国
勢
と
の
協
業
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。「
撤
退

一
辺
倒
で
は
最
先
端
技
術
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
」（
大
手
自

動
車
幹
部
）
と
い
う
危
機
感
が
背
景
に
あ
る
。

　

中
国
で
人
気
の
日
本
の
回
転
ず
し
。
く
ら
寿
司
が
わ
ず
か

進
出
2
年
で
撤
退
を
決
め
た
一
方
で
、
ス
シ
ロ
ー
や
は
ま
寿

司
は
事
業
を
順
調
に
拡
大
。
中
国
人
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
ら
れ
た
か
ど
う
か
で
明
暗
が
分
か
れ
た
形
だ
。

　

多
く
の
人
が
強
調
す
る
の
は
「
中
国
は
大
き
く
、
画
一
的

な
戦
略
だ
と
通
用
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
先
行
き
は
不

透
明
だ
が
、
中
長
期
的
に
今
後
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。「
変
化
が
早
す
ぎ
て
見
極
め
は
難
し
い
」（
駐

在
員
）
中
で
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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